
2018年度認証評価受審への対応
時期 主な受審対応 その間の学内での対応

2017年

11月 大学評価申請書 大学基準協会へ提出 ・自己点検・評価報告書作成 → 学長報告 → 反映
・同報告書のブラッシュアップ
・根拠資料の整理・点検12月以降

2018年

4月 評価資料一式 大学基準協会へ提出

5月 評価手数料の納入 ・実地調査日の調整

6月 認証評価委員の名簿受領 ・財務に関する諸書類を追加提出

7月 大学評価結果・実地調査スケジュール
（案）等送付予定日についての連絡

・秋入学者を反映した大学基礎データ再提出
・実地調査に向けた想定問答を作成

9月 大学評価結果（分科会案）受領 ・実地調査当日スケジュール案作成
・全体面談・個別インタビュー出席者の調整
・回答・見解 作成

10月中旬 実地調査資料 大学基準協会へ提出 ・実地調査出席者対象 事前ガイダンス実施

10月下旬 実地調査

12月下旬 大学評価結果（委員会案）受領 ・意見申立案・字句修正リストの作成
・学長報告

2019年

1月 意見申立 大学基準協会へ提出 ・英文表記の確認

3月 評価結果確定・認定マーク受領 ・大学評価結果をＨＰ公開

4月以降 ・「大学評価（認証評価）報告書」刊行

立命館大学における内部質保証の実践と展望
増田 至、金剛 理恵、加藤 義徳、平塚 玲乃、武田 早紀（立命館大学 事業計画課）
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